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「北海道市場化テスト」の基本的考え方 

 

 

◆制度導入の理由 

 ・なぜ取り組むのか 

   →「民間開放推進計画」の推進ツール 

     計画目標「５年間で３，５００人相当業務の民間開放」を達成するため市場化テス

トを活用。 

 ・庁内外への動機付け 

   →各担当部の現実的メリット 

対象業務に総務部のお墨付き（支援）を与えることで、予算要求・人事（機構改

正）・対組合交渉を円滑化。 

→ビジネスチャンスを共に考える 

民間提案受付時に企業からの相談に対応。 

 

 

◆制度の特徴 

 ・従来の手法（民間開放）との使い分け 

   →提案型アウトソーシングシステム 

     民間の視点・外圧を活用した業務の見直し・民間開放の加速。  

・制度の有効性 

   →“官民競争入札”を留保しつつ各部に働きかけ 

特に抵抗の強い現業職の民間開放に有効ではないか 

 

 

◆今後の方向性 

 ・第三者機関の最大限活用 

   →共通課題の解決 

人材派遣の問題点（安かろう悪かろう）への処方箋 

   →トップの意向との連動 

     知事の政策等と連動させ影響力強化 

・地域経済活性化への寄与 

  →受け皿の育成 

アウトソーシングを通じ官依存体質の改革 
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「北海道市場化テスト」の実施

市場化テストの導入

・民間提案に基づいた業務見直し
・公共サービスの質の維持向上
・行政運営の効率化
・地域経済活性化への寄与

モデル事業の実施

・業務内容の評価基準や契約年数
のあり方等を検証

◆特定疾患等医療受給者証の申請に係る審査等業務
書類の形式審査やデータ打ち込み等を人材派遣を活用して実施。

最終審査は職員が実施。

◆農業試験場における農業技能業務
水田・畑地等の圃場管理業務を人材派遣を活用して実施。

サイレージ等の粗飼料生産業務を委託により実施。

北海道市場化テスト監理委員会

プロセスの透明性・中立性・公平性を確保
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庁内研究会
の設置

道内経済団体・ＮＰＯ
との意見交換

民間提案の募集

１３の団体等から
５６の意見

「民間開放推進計画」
への位置づけ

Ｈ１７．７月～ ８月～ １０月～１１月 Ｈ１８．２月

４月～

民間提案
の募集

実施方針
の策定

対象業務
の選定

実施要項
の策定

入札方式
・基準等

入札
・

契約

業務の
開始

継続検討業務
・旅券業務

・各種統計調査
円滑な

制度導入

審議・評価等

検証

民間提案を踏まえ選定

「公共サービス改革法」
を踏まえた制度設計

４月～

モデル事業の検討

Ｈ２０．４月～

Ｈ１８年度 ： 制度設計（モデル事業の検討） Ｈ１９年度～ ： 制度導入改革工程表

・道立高等技術専門
学院の業務




